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宿毛市は、外国語教育における各中学校区による

自主的で活発な小中連携の推進を図っています。 

　小筑紫小・中学校では、小中一貫教育を推進してお

り、９年間を見通した系統的な教育を実践していま

す。その中で年間２回の小中合同校内研を実施し、小

学校・中学校それぞれの公開授業及び研究協議を行

っています。 

  １１月２９日（水）に第２回小中合同校内研が行わ

れ、中学１年生の英語の公開授業がありました。小筑紫小・中学校では、共通した授

業参観シートを作成しており、それを基に授業参観や研究協議を行っています。 

子どもたちは、小学校の先生が参観に来ていること

に、緊張しながらもとてもうれしそうな様子でした。 

導入ではクリスマスソングを歌う活動があり、和や

かな雰囲気で授業がスタートしました。過去にお世話

になった先生に向けて、近況を伝える手紙を書くこと

を単元ゴールとして、この日は ALT への手紙の返信内

容をまとめる活動を行っ

ていました。 

個人思考の後、書いた

ワークシートを基に、グループで互いの考えを伝えたう

えで、アドバイスしあったり、会話を練習しあったりす

るなど、対話的な活動を通して学びを深めていました。 

　授業後は、視点に沿って小・中混合グループによる研

究協議が行われました。９年間で目指す子どもの資質・

能力の育成に向けて、授業づくりの課題点及び改善点等

について多様な意見が出されました。 

昨今、外国語の授業に

おける「中１ギャップ」

が課題となっています。

中学校への円滑な接続

に向けて、小・中の教員が

互いの授業を見合うことは、子どもの実態把握や小学

校段階での既習内容等についての共通認識を深めるこ

とにもつながります。目指す子どもの資質・能力の育

成を図るうえで、非常に効果的であると感じました。  
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国語科授業づくり講座②
 

 

 

１０月３１日（火）宿毛小学校において、国語科授業づくり講座 授業研究会が開催

されました。当日の様子を一部紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

　９月に行われた教材研究会での協議内容をもとに、単元計画等を修正したうえで、

当日の授業に臨んでいました。教材研から授業研まで通して協議の視点とされていた

のが、「学習評価」です。教材研では、「概ね満足できる状況」にある児童の具体的な

姿について協議し、授業研では、それを達成できたかの視点で参観しました。 

当日の参観及び協議の視点は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

導入では、長谷川先生が前時までの内容について、子

どもと対話しながら確認し、本時へのつながりを意識

づけるとともに、子どものつぶやきを拾いながら、めあ

てを設定するなど、主体性をもたせるための指導を行

っていました。 

　活動では、子どもたちが様々な思考ツールを上手に

活用しながら、情報を整理したり、内容を検討したりし

ていました。あえて使用する思考ツールを統一せず、子

どもに選択肢を与えることにより、個々がスムーズに

考えを整理することができていました。思考ツールは、活用すること自体を目的にす

るのではなく、何のために活用するのかを授業者は心得ておくことが大切です。 

　活動の山場では、グッドモデルとバッドモデルを提示して比較検討させるなど、子

どもの思考を促す、気付かせるための工夫がなされていました。このようなモデルケ

ースを示す場合は、何のために提示するのか、どのように提示するのか、提示するタ

イミング等、事前に十分検討して授業に臨む必要があ

ります。 

一時間の中で、子どもたちは「理解・検討・表現」す

る学習過程を往還しながら、自分の考えをより明確な

ものにしようと意欲的に取り組んでいました。 

今回の授業では、学習評価における「概ね満足できる

児童の姿」が見られるよう、随所に子どもの思考を促

す、深めるための手立てがなされていました。長谷川先

生の授業改善への姿勢が非常に伝わる授業でした。 

学 年　：５年Ｂ組 

単 元 名　：よりよい宿毛小にするために、友だちや先生に提案しよう 

教 材 名　：反対の立場を考えて意見文を書こう （東京書籍５年） 

言語活動 ：事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えたことや伝 

えたいことを書く活動 

授 業 者 ：長谷川　幹太　教諭

●本時の評価規準である「概ね満足できる」児童の姿を達成できたか 

Ｂ「自分の意見が相手に伝わるような文章になるように、文章全体の構成や展開を 

考えている」（本時の付けたい力）



西部教育事務所　池谷指導主事の助言より（一部抜粋） 
 

【学習評価について】 

　授業者は、単元を通して、子どもたちに「何ができ

るようになるか」を教材と学習指導要領 解説に示さ

れている指導事項を基に考え、学習を通して「何が身

に付いたのか」を子どもの姿から見取ることが大切で

ある。子どもたちに力が付いたかどうかを適切に見取

る力は、教師にとって必要な資質・能力の一つである。 

本講座だけでなく、各校の校内研等においても、事

後協議の中で、子どもの発言や記述について教員同士

で確認するなど、子どもの姿を見ながら、授業改善に努めてほしい。 

どの教科においても、まず、子どもの姿を根拠に「概ね満足できる状況」を設定

することである。言語化したものがあれば、授業参観をする際、その学年を見たこ

とがない者でも、子どもの学習状況を見取ることができる（授業者だけでなく、参

観者も本時終了時に目指す資質・能力が身に付いた子どもの姿を明確にしたうえで、

授業を参観することが大切）。 

このような学習評価の妥当性、信頼性を積み重ねていくことで、教員の見取る力

の向上につながっていく。そのためには、個々に取り組むのではなく、組織的かつ

計画的に実践していくことが重要である。 

 

【教師に求められる資質・能力について】 

これまでは、子どもに「教えないといけない」という意識から、どうしても教師

の話す時間が長くなってしまい、子どもの活動時間が短くなる状況にあった。これ

からは、「子どもを支援する」という意識をもつことが大切である。学校や子どもの

実態を踏まえたうえで、指導すべきところは指導しつつ、これまでの「教える」と

いう指導から、「気付かせる」という指導に切り替えていかなければならない。今後、

先生方には「指導の転換」を意識してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿 

 

【教職員の姿】 

教師が技術の発達や新たなニーズなど学校教育を取り巻く環境の変化を

前向きに受け止め、教職生涯を通じて探究心を持ちつつ自律的かつ継続的に

新しい知識・技能を学び続け、子ども一人ひとりの学びを最大限に引き出す

教師としての役割を果たしている。  

その際、子どもの主体的な学びの伴走者としての能力も備えている。

「教える、そろえる」 指導から 

　「気付かせる、任せる」 指導に

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して ～全ての子どもたちの可能性を引き出す、個別最

適な学びと、協同的な学びの実現～（答申）  （令和３年１月２６日　中央教育審議会）



第８回中国・四国地区へき地教育研究大会愛媛大会 

 

　１１月２日（木）篠山小中学校組合立篠山小・中学校の公開授業を参観しました。 

篠山小・中学校は、「ふるさとを誇りに思い、豊かな心で主体的に活動する児童生徒 

の育成」を研究主題として、９年間を見通した系統的・継続的な学習指導及び小中交 

流活動の推進、学校・地域・家庭が一体となった教育活動を実践しています。 

 

 

 

 

 

 

 

　小学２年生の生活科の授業では、地域で収集した秋の自然

物を使っておもちゃを作り、地域の方と相談しながら、みん

なで遊ぶため、より楽しむための工夫について考えていまし

た。地域の方に温かく見守られながら、子どもたちは伸び伸

びと活動に取り組んでいました。 

　中学２年生は、道徳で地域教材を使って授業を行っていま

した。地域教材「はまゆうのバトン―受け継がれる伝統」は、

宇和島市のある中学生が、県の天然記念物に指定されている

沖の島の「はまゆう」の保護活動を通して、地域の一員とし

て郷土を愛することの大切さに気付くというものです。 

篠山中学校の生徒も、令和３年度から「篠南プロジェクト」

と銘打って、地域の活性化を図るための活動を行っていま

す。授業を通して、地域の方や先輩方の思いや願いを受け継

ぎ、行動していくことの大切さを学んでいました。 

　中学３年生の理科の授業では、地域を流れる篠川に生息す

る生物を題材に、生態系の仕組みや外来種による食物連鎖へ

の影響について考えていました。３年生は、１・２年時に篠

川の環境調査を行っており、地域の自然を身近に感じなが

ら、自然と人間との関わりについて認識を深めていました。 

小学３・６年生及び中学１年生は、合同で総合的な学習の

時間の授業を行っていました。子どもたちは「篠南を盛り上

げるために自分たちにできること」として、地域の自慢であ

る「篠山」「郷土料理（篠南の食材）」の魅力をアピールする

ためのパンフレットとレシピ集を作成していました。 

この日は、地域の方や保護者を招き、「パンフレット等を

見た人が篠南に興味をもち、訪れたいと思う内容になってい

るか」という視点で協議しながら、パンフレット等の改良に

取り組んでいました。授業では、終始子どもたちの主体的な

学びの姿が見られ、地域の自慢や魅力を多くの人に伝えた

い、地域に貢献したいという思いが伝わってきました。 

篠山小・中学校の地域や家庭とのつながりの強さ、地域に

おける役割の大きさを知るとともに、探究活動等を通して、

子どもたちの地域への愛着や社会で生きて働く力が豊かに

育まれていることを実感しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


